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電波科学計算機実験装置(KDK)全 国共同利用専門委員会

1.共 同利用 施設 お よび活 動の 概要

電 波科 学計 算実 験装 置(KDK)は 宇 宙 プ ラズマ 、超 高層 ・中層 大気 中の波 動現象 お よび 宇

宙電 磁 環境 な どの計算機 実験 に よる研 究 を推進 させ るた め に導入 され た専 用計 算機 シス テ

ム であ る。 電 波科 学計 算実 験装 置 は京都 大学 学術 情報 メデ ィアセ ン ター に設 置 され てお り、

富士 通製SPARCENTERPRISEM9000の2.5ノ ー ド(1ノ ー ドあ た り128コ ア 、1TB共 有 メモ

リ)お よび約80TBの 補 助記 憶装 置 を使用 してい る。 また 、生存 圏研 究所 内に190TBの 容 量

を持 つRAID型 補助 記憶 装置 と解 析用 ワー クステ ー シ ョンを有 してい る。

柔 軟 な計 算機 シス テ ム運 用 に よって 、大 規模 計 算 を長 時 間実行 す る環 境 を提 供 し、宇 宙

圏 を 中心 と した生 存 圏科 学 にお い て、従 来 の小 規模 な計 算機 実 験 で は知 り得 なか っ た新 し

い知 見 を得 る こ とに貢 献 して い る。
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図1:計 算実 験装 置(京 都 大学 学術 情報 メデ ィアセ ン ター に設 置)

2.共 同 利 用 研 究 の 成 果

2.1研 究 課題

電波 科学 計算 実験 装置 全 国共 同利用 で は以 下 の課 題 を募集 してお り、今 年度 の利 用代 表者

数 は25名 で あ る。

・宇 宙 プ ラズマ電磁 環 境解析(波 動粒 子 相互 作用 、 プ ラズマ波 動解析 等)

・宇 宙機一プ ラズマ相 互作用 解析(衛 星 帯電 、非化 学推 進等)

・中性 大気 波 動力 学解析

・電 波応 用 、電波 科学 一般

・そ の他 の生 存 圏(森 林 圏、人 間生 活 圏な ど)関 連 の計算機 実験

・大 規模 計算機 実 験 に有効 な数 値解析 手 法 開発

2.1公 表論文

1.Ashidaetal.,T㎞stevaluationofamagneticsailbyflux-tubemodel,JoumalofPropulsionandPower,in
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2.Usui,H.,etal.,InternationalConfbrenceonComputationalScience,ProcediaComputerScience,4,

2337-2343(2011).

3.臼 井 英 之 、 惑 星 間 航 行 シ ス テ ム 開 発 に 向 け た マ ル チ ス ケ ー ル 粒 子 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 、 応 用 物 理 、

第80巻 、 第7号 、p.0602-0605,2011,

4.臼 井 英 之 、 惑 星 間 航 行 シ ス テ ム 開 発 に 向 け た マ ル チ ス ケ ー ル 粒 子 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン,日 本 計 算 工

学 会 誌 「計 算 工 学 」、16,No.3,2011.

5.K句imura,YandH.Nakashima,V6rificationofhybridparticle-in-cellsimulationmodelfbradvanced

plasmapropulsions:Magnetoplasmasailandmagneticnozzlefbrlaserhsionrocket,JoumalofSpace

TechnologyandScience,Vbl.25,No.2,pp.34-54,2011.

6.K句imura,Y,etal.,Quantitativeevaluationofionkineticeffbctinmagneticfieldinflationbyi珂 ゜ectionof

plasmajet.TransactionsoftheJapanSocietyfbrAeronauticalandSpaceSciences,Vbl.54,No.184,PP.

90-97,2011.

7.K句imura,Y,etal.,3DHybridsimulationofpuremagneticsailonioninertialscaleinlaboratory.

ISTS-specialissue,inpress.

8.K句imura,Y.,etal.,Thrustandattitudeevaluationofamagneticsailby3DhybridPICcode,Journalof

PropulsionandPower,inpress.

9.Katoh,YandYOmura,Amplitudedependenceofffequencysweepratesofwhistlermodechonls

emissions,J.Geophys.Res.,116,AO7201,doi:10.1029/2011JAO16496,2011.

10.Kondoh,Yetal.,Multi-pointobservationsofearthward飴stnowintheplasmasheetbyvirtualsatellites

locatedintheMHDsimulationdomain,Adv.SpaceRes.,48,287-291,2011

11.MatsudaK.,etal.,Theroleoftheelectronconvectionte㎜fbrtheparallelelectric丘eldandelectron

accelerationinMHDsimulations,PhysicsofPlasmas,18,082901,doi:10.1063/1.3622204,2011.

12.松 本 正 晴 、 梶 村 好 宏 、 臼 井 英 之 、 船 木 一 幸 、 篠 原 育,日 本 航 空 宇 宙 学 会 論 文 集,accepted,2011.

13.Miyake,Y,etal.,EffbctsoftheGuardElectrodeonthePhotoelectronDistributionAroundanElectric

FieldSensor,JoumalofGeophysicalResearch,Vbl.ll6,AO5211,2011.

14.Moritaka,T.,M.Nunami,H.Usui,andT.Matsui,JoumalofPlasmaandFusionResearchSpecial,6,

2401101,2011.

15.Moritaka,T.,etal.,Momentumtrans色rofsolarwindplasmainakineticscalemagnetosphere,Physicsof

Plasmas,inpress,2011.

16.Nariyuki,Y,Onentropy-maximizedvelocitydistributionsincircularly-polarizedfiniteamplitudeAlfVen

waves,Phys.Plasmasl8,052112,2011.

17.Nariyuki,Y,etaL,Anewnumericalmethodfk)rsimulatingthesolarwindAlfVenwaves:Developmentof

theVlasov-MHDmodel,PlanetandSpaceSci.,59(8),767-771,2011.

18.Niwa,N.,etal.,Numericalanalysisofgeneratorperfb㎜anceofexperimentalDCW-MHDgenerators

withcircularandsquarecross-section,18thInternationalConfbrenceonMHDEnergyConversion,

AIAA-2011-3598,2011.
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19.Omura,Y,andD.Nunn,Triggeringprocessofwhistlermodechonlsemissionsinthemagnetosphere,J.

Geophys.Res.,116,AO5205,doi:10.1029/2010JAOI6280,2011.

20.Rong-LinJiang,etal.,Detailedanalysisoffan-shapedjetsinthreedimensionalnumericalsimulation,

ResearchinAstronomyandAstrophysics,ll,701,doi:10.1088/1674-4527/11/6/010,2011.

21.Sholi,M.,andYOmura,Simulationofelectromagneticioncyclotrontriggeredemissionsintheinner

magnetosphere,J.Geophys.Res.,116,AO5212,2011.

22.Sholi,M.,etal.,Electromagneticioncyclotronwavesinheliumbranchinducedbymultiple

electromagneticioncyclotrontriggeredemissions,Geophys.Res.Lett.,38,Ll7102,2011.

23.Yamamoto,M.K.,Newobservationsbywindpro盒lingradars,inDopplerRadar,

ISBN:979-953-307-352-0,inpress.

24.山 本 真 之 ほ か,赤 道 大 気 レー ダ ー と ミー ライ ダ ー に よ る熱 帯 域 中層 雲 の鉛 直 流 観 測,第29回 レ

ー ザ セ ン シ ン グ シ ン ポ ジ ウム 予 稿 集
,pp.24-25,2011.

25.山 本 真 之 ほ か,赤 道 大 気 レー ダ ー と偏 光 ライ ダ ー に よ る層 状 性 降 水 内 の鉛 直 流 ・降 水 粒 子 落 下 速

度 ・偏 光 解 消 度 の 同 時 観 測,第29回 レー ザ セ ン シ ン グ シ ン ポ ジ ウ ム 予 稿 集,pp.86-87,2011.

26.山 本 真 之 ほ か,赤 道 大 気 レー ダ ー ・偏 光 ライ ダ ー に よ る層 状 性 降 水 の 詳 細 観 測,第5回 赤 道 大 気

レー ダ ー シ ン ポ ジ ウム(第182回 生 存 圏 シ ン ポ ジ ウム)プ ロ シ ー デ ィ ン グ,pp.26-272011.

2.3学 位 論 文(平 成23年 度 取 得)

小 路 真 史(京 都 大学 ・博 士論 文)、 芦 田 康 将(京 都大 学 ・修 士論 文)、 小 澤 裕 幸(神 戸大学 ・修士 論

文)、 北 原 理 弘(東 北 大学 ・修士論 文)、 佐 藤 弘 規(愛 媛 大学 ・修 士論文)、 高 野 裕 一 朗(愛 媛 大学 ・

修 士論 文)、 田 中 宏 樹(愛 媛 大 学 ・修士 論文)、 橋 本 昭 彦(神 戸大 学 ・修 士論文)、 宮 下 優(京 都 大学 ・

修 士論 文)、 山 本 拓 実(神 戸大学 ・修 士論文))以 上 、10件

2.4学 会 賞

1.小 路 真 史 、URSIYoungScientistAward

2.松 田 和 也 、 地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 星 圏 学 会 学 生 発 表 賞(オ ー ロ ラ メ ダ ル)

3.共 同 利 用 状 況

3.1共 同 利 用 課 題 採 択 件 数 及 び 共 同 利 用 者 数

年 度
1617181920212223

(平 成)

採 択
4344373532272325

課 題 数

共 同 利5161

用 者 数1147692898568学 内19学 内20

*学 外32学 外41

*研 究 代 表 者 お よび 研 究 協 力 者 の延 べ 人 数
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3.2利 用 実 績(平 成23年4月 ～ 平 成24年1月)
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図2:主 シス テ ム(FATシ ステ ム)の 月別 利用 状況

4.専 門 委 員 会 の構 成 及 び 開 催 状 況

4.1専 門委員会の構成

小野 高幸(東 北大)、 三浦 彰(東 大)、 荻 野瀧 樹(名 大STE研)、 鵜 飼正 行(愛 媛 大)、 松 清秀 一一(九

州 大)、 篠 原 育(JAXA)、 臼井 英 之(神 戸大)、 八木谷 聡(金 沢 大)、 村 田健 史(情 報通 信研 究機

構)、 町 田忍(京 大 理 学研 究科)、 佐藤 亨(京 大 情 報学研 究 科)、石 岡圭一(京 大 理 学研 究科)、

大村 善治(委 員 長 、京 大生 存研)、 山本 衛(京 大 生存研)、 小 嶋浩 嗣(京 大 生存研)、 橋 口浩 之(京

大生 存研)、 田中文 男(京 大 生存研)、 海老 原祐 輔(京 大 生存研)

4.2専 門委員会の開催 状況

日時:平 成24年2月22日(水)13時30分 ～15時30分

場 所:京 都 大学 生存 圏研 究所 中会議 室(S243)

主 な議 題:平 成24年 度電 波科 学 計算機 実験 装 置利用 申請 課題 の審 査

内規 改定 の審議 等

5.特 記 事 項

口 電 波 科 学 計 算機 実 験 装 置 の ウ ェブ ペ ー ジ

htしp://㎜.rish.ky。 し○-u.ac.ゴp/kdk/

口KDKシ ンポ ジ ウム 開催(第196回 生 存 圏 シ ン ポ ジ ウム)

日時:平 成24年2.月21,22日

場 所:京 都 大 学 生 存 圏研 究 所 木 質 ホール
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